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11月26日（金） 11:00～16:20　会議棟１階レセプションホールBNMIJ計量標準セミナー　

■りんかい線：
　新木場駅（JR、東京メトロ）約6分→国際展示場駅（下車徒歩7分）
　大崎駅（JR）約13分→国際展示場駅（下車徒歩7分）

■ゆりかもめ：
　新橋駅(JR、東京メトロ・都営地下鉄）約20分→国際展示場正門駅（下車徒歩3分）
　豊洲駅(東京メトロ）約8分→国際展示場正門駅（下車徒歩3分）

■都営バス：
　東京駅八重洲口（JR）東16系統（豊洲駅前経由）→約35分→東京ビックサイト下車
　門前仲町（東京メトロ・都営地下鉄）海01系統（豊洲駅前経由）→約30分→東京ビックサイト下車

■首都高速道路：
　台場・有明・13号地出口から約5分

社団法人 日本計量機器工業連合会主催 〒162-0837 東京都新宿区納戸町25番1号
http://www.keikoren.or.jp　TEL.03-3268-2121　FAX.03-3268-2167

●出展者名

会場への交通

講演会・セミナーのご紹介 ★講演会・セミナーの事前登録は本展ホームページより登録してください ▶ http://intermeasure.jp
※予告なく講演プログラムを変更する場合があります。ご了承願います。

聴　講

47,250円

事前登録制

お一人
※3名以上ご参加の場合はお一人様31,500円

（税込・テキスト代含む）

ご招待券
招待券をお持ちでない場合
入場料1,500円が必要と
なります。

東京ビッグサイト
東5・6ホール2010.11 24   26W

E
D

F
R
I会期 会場

品質管理／試験・検査／研究開発／分析／環境測定／設備診断／工程管理／プロセス／
制御／搬送／取引／質量測定／セキュリティ／その他関連周辺機器・システム

展示
内容

下記用途に最適な各種計量計測機器、システム、データ処理装置及び関連機器を幅広く展示しています。

第24回
国際計量計測展

「課題先進国」
日本の進むべき道
課題先進国日本にとって、CO2の25%削減はチャンスである。
日本のエネルギー消費は、家庭、オフィス、輸送の「日々のくら
し」が55％、素材、自動車、家電などの「ものづくり」が45％
を占める。削減余地の大きい日々のくらしでCO2を削減しよ
う。そして、環境にやさしく高齢化に対応した快適なまちを全
国につくっていこう。

11月24日（水） 13:30～15:00　会議棟1階 レセプションホールB基調講演

11月25日（木） 10:30～16:15　会議棟１階レセプションホールBNMIJ法定計量セミナー　

聴　講

無 料
事前登録制

近年，電気計器においては，技術革新やニーズの多様化に伴い，従来の機械式計器から電
子式計器への移行が進み，一般家庭についても電子式計器の導入が増えていく状況に
ある。そこで，電気計器の変遷，試験基準及び最近の動向等を紹介する

東京大学大学院工学系研究科卒。
国立大学法人東京大学総長を経て現職。
主な著書に「『課題先進国』日本」、
「知識の構造化・講演」、「低炭素社会」など。

特定計量器の型式承認において実施される電磁環境試験について、各分野に横断的な
試験手法の部分を中心に標準化する事業を紹介する。

非自動はかりにおける重要な要素（モジュール）である指示計及びロードセルについて、産
総研で実施している評価方法の紹介を行う。

挨拶 経済産業省 産業技術環境局 知的基盤課 計量行政室長

～法定計量における計量器規制の最新動向～

非自動はかりにおけるモジュールの評価方法

藤本 安亮 氏 高橋 豊 氏
（独）産業技術総合研究所
計測標準研究部門 力学計測科質量計試験技術室　研究員

11:35～12:20

最近の電気計器の動向等について

畠山 修 氏
日本電気計器検定所検定管理部 
検定管理グループグループマネージャー　

講師
小宮山 宏 氏
株式会社三菱総合研究所 理事長

13:30～14:15

14:30～15:15

15:30～16:15

ソフトウェア制御計量器認証の動向について

松岡  聡 氏
（独）産業技術総合研究所計測標準研究部門 
計量標準システム科、法定計量技術科　研究員

計量器に対する電磁環境試験に関する標準化について

三倉 伸介 氏
（独）産業技術総合研究所
計測標準研究部門 計量標準技術科型式承認技術室長

10:30～10:35

OIML D31 の紹介  JIS B7611-2（2009）に基づく指示計ソフトウェア依頼試験の概略

法定計量分野における国際動向及び計量器の信頼性を確保するための
最新の適合性評価技術について紹介します。

第3期を迎える（独）産業技術総合研究所計量標準総合センター（ＮＭＩＪ）の計量標準整備の最新の取り組みを紹介します。

法定計量における国際的な動き

小谷野 泰宏 氏

吉川 雅之 氏

OIMLの組織の概要、国際勧告及び文書の種類、技術委員会（TC）と分科会（SC）の構成
や活動状況など法定計量における最近の国際的動向について紹介する。

（独）産業技術総合研究所
計測標準研究部門 法定計量技術科　研究員

10:35～11:20

第1期、第2期中の計量標準の整備と普及を振り返りつつ、第3期の産総研の事業戦略と連動
したNMIJの取り組み方針を紹介する。

持続発展的な社会を実現する上で、省エネルギー技術の推進は欠かせない。ここでは、その
代表的な事例として次世代省エネ照明として期待されるLEDの測光標準の開発の現状と展
望を紹介する。

少子高齢化の時代を迎えた日本が活力ある「健幸」な社会を築くためには、ライフイノベー
ションとその基盤となる計量標準が不可欠である。ここでは、放射線治療・X線診断など放射
線が利用されている医療機器の安全安心や高度利用のために開発している標準の現状と展
望を紹介する。

イントロダクトリートーク

①日本における海外防爆製品の
　認証手順（仕組み）とその注意点
②世界の防爆規格の概要と動向

③中国における防爆適用規格の解説
④アメリカにおける防爆適用規格の解説

三戸 章裕 氏

日本工業出版㈱

（独）産業技術総合研究所
計量標準管理センター長

11:00～11:10

内　容

主　催

11:10～11:55

ライフイノベーションの実現を支える計量標準の整備

齋藤 則生 氏
（独）産業技術総合研究所
計測標準研究部門 量子放射科放射線標準研究室長 

「医療機器の安全性確保のための放射線標準の開発」

グリーンイノベーションの実現を支える計量標準の整備

座間 達也 氏
（独）産業技術総合研究所
計測標準研究部門光放射計測科長 

「次世代省エネ照明の信頼性確保のためのLED測光標準の開発と展望」

「産総研第３期におけるNMIJの取り組み」

日本と世界の防爆 ―規格動向解説―

グローバル化する通商の世界で、国際展開を図るためには、非関税障壁ともなりかねない各
種技術規制への機動的な対応が必要である。ここでは、各種無線機器を支えるアンテナ、高
周波測定器等、電磁波規制等（EMCなど）に係わる計量標準整備の現状と展望を紹介する。

産業の国際展開を支える計量標準の整備

黒川 悟 氏
（独）産業技術総合研究所
計測標準研究部門 電磁波計測科電磁界標準研究室長 

14:30～15:15

「無線利用と電磁波関連規制に係る計量標準の整備」

時間周波数標準では関連分野の技術革新が急速に進んでおり、「秒の定義変更」が現実的
な課題になるとともに、GPSを仲介とする遠隔校正システムが確立してきた。この分野全体
の現状と展望を紹介するとともに、「質量の定義変更」後に予想される単位系の中での時間
周波数標準の意義について紹介する。

次世代の計量標準と校正システムの開発

瀬田 勝男 氏
（独）産業技術総合研究所
計測標準研究部門副部門長

15:30～16:15

「秒の定義変更と時間・周波数校正システム」

まとめと展望：国内→国外、計量標準→基準認証 などの拡がり

コンクルーディングリマークス

瀬田 勝男 氏
（独）産業技術総合研究所
計測標準研究部門副部門長

16:15～16:20

13:30～14:15

聴　講

無 料
事前登録制

技術講演会

ISO50001は、2011年４月発行（2010年9月現在の予定）を
目指してISO/PC242にて策定中のエネルギーマネジメント
システムの国際規格である。組織（事業所、企業等）のエネル
ギーパフォーマンスおよびマネジメントシステムを継続的に改
善するための要求事項を記載した規格であり、同様のマネジ
メントシステム規格には、品質マネジメントシステム
（ISO9001）や環境マネジメントシステム（ISO14001）などが
ある。日本では、（財）エネルギー総合工学研究所が国内審議
団体となり、国内審議委員会を設置して、我が国の実態や省エ
ネ技術・経験を規格に反映させるべく、我が国の対応を協議し
ている。今年度のPC242の主要なイベントとしては、・3月26
日に配信されたDIS（国際規格案）に対する投票・コメント（期
限は8月26日）・10月下旬の第４回国際会議（北京）・FDIS（最
終規格案）の配信と投票が予定されている。また、規格策定に
並行して、国内ではIS（国際規格）発行後に迅速にＪＩＳ発行を
行うために、DISの段階からJIS原案作成を開始している。

ＩＳＯ５０００１の概要と策定状況

後藤 信之 氏
 (財 )エネルギー総合工学研究所
プロジェクト試験研究部主管研究員

11:00～12:00

中国において計測管理の国家規格としてすでに採用され、日本では来年３月にJIS Q 10012と
して発行が予定されているISO10012計測マネジメントシステムに関して、その概要を紹介し、
導入展開に伴う効果を明確にする。

計測ソリューションの国際規格／
ISO 10012計測マネジメントシステム

中野 廣幸 氏
愛知県計量連合会 計量士
計測管理規格JIS Q 10012の普及活用のための調査研究委員会委員

13:15～14:15

高圧ガスは、産業・家庭において広範・多岐にわたり利
用されている。高圧ガス保安法は、高圧ガスによる災害
を防止し、公共の安全を確保するため高圧ガスの製
造、貯蔵、販売、容器の製造などを規制している。同法
の概要及び動向について報告する。 

高圧ガスの動向について

鳥越 利之 氏
高圧ガス保安協会　
総合企画部規格調整課長

14:30～15:30

近年、高圧ガス保安法に関係する事故が増加してい
る。事故を防止するためには、原因を究明し、事故から
得られた再発防止策、教訓などを周知する必要があ
り、最近の高圧ガス設備で発生した事故の原因、再発
防止策、教訓について報告する。

最近の高圧ガス事故事例について

上田 洋平 氏
高圧ガス保安協会　
情報調査部　事故調査課

15:45～16:45

聴　講

無 料
事前登録制

聴　講

無 料
事前登録制

お問合せ・申込み先：日本工業出版㈱セミナー事業部　
TEL 03-3944-1181  FAX 03-3944-6826

社団法人 エルピーガス協会／一般財団法人 化学物質評価研究機構／社団法人 火力原子力発電技術協会／財団法人 機械振興協会／社団法人 計測自動制御学会／財団
法人 省エネルギーセンター／一般社団法人 情報通信ネットワーク産業協会／石油連盟／社団法人 セメント協会／社団法人 全国清涼飲料工業会／全国石油商業組合連合会／社団法人 
全国燃料協会／社団法人 全国木工機械工業会／社団法人 電子情報技術産業協会／社団法人 都市エネルギー協会／社団法人 日本アルミニウム協会／社団法人 日本印刷産業機械工
業会／日本科学機器団体連合会／財団法人 日本科学技術振興財団／社団法人 日本化学工業協会／社団法人 日本果汁協会／社団法人 日本ガス協会／社団法人 日本缶詰協会／社
団法人 日本機械学会／社団法人 日本機械工業連合会／社団法人 日本計量振興協会／社団法人 日本下水道協会／社団法人 日本下水道施設業協会／一般社団法人 日本検査機器
工業会／社団法人 日本建設機械化協会／社団法人 日本建設機械工業会／社団法人 日本航空宇宙工業会／社団法人 日本工作機械工業会／社団法人 日本産業機械工業会／財団法
人 日本産業技術振興協会／一般社団法人 日本自動車工業会／社団法人 日本自動車部品工業会／日本商工会議所／社団法人 日本食品機械工業会／社団法人 日本植物油協会／社団
法人 日本水道協会／日本スーパーマーケット協会／社団法人 日本造船工業会／日本チェーンストア協会／社団法人 日本鉄鋼連盟／社団法人 日本鉄道車輌工業会／社団法人 日本電気協
会／日本電気計器検定所／社団法人 日本電機工業会／社団法人 日本乳業協会／社団法人 日本農業機械工業会／社団法人 日本舶用工業会／財団法人 日本発明振興協会／社団法
人 日本パン工業会／社団法人 日本非破壊検査工業会／日本百貨店協会／財団法人 日本品質保証機構／社団法人 日本プラント協会／社団法人 日本プラントメンテナンス協会／社団法
人 日本フルードパワー工業会／社団法人 日本粉体工業技術協会／社団法人 日本ベアリング工業会／社団法人  日本包装機械工業会／社団法人 日本冷凍空調工業会／社団法人 日本ロ
ボット工業会／社団法人 ビジネス機械・情報システム産業協会／公益社団法人 ロングライフビル推進協会／財団法人 流通システム開発センター

協　賛

後　援

開催期間中に限り、総合カタログ
「計量計測機器総覧2010／2011」を
毎日先着4,000名様に無料進呈します。

無料
進呈

Sensor Expo Japan
2010

経済産業省／環境省／独立行政法人 産業技術総合研究所／独立行政法人 製品評価技術基盤機構／独立行政法人 日本貿易振興機構（ジェトロ）

主　催 社団法人 日本計量機器工業連合会

第5回 
総合検査機器展

同時
開催

11月25日（木） 11:00～16:45　会議棟1階101会議室

11月26日（金） 10:00～17:00　会議棟1F 101会議室併催セミナー

地球を、未来を、
　技術で“はかる”

※この招待券で上記2つの展示会も参観できます。



名刺貼付欄（名刺をお持ちでない方はご記入ください。）

キ リト リ

◆登録カードは1人1枚必要です。
◆アンケートすべてに記入し、名刺を2枚添えて受付にご提示ください。
　会期中3日間有効の入場者証をお渡しします。
◆登録カードをお持ちでない場合、入場料1,500円が必要となります。

□ユーザー □ディーラー □メーカー □その他

□農林水産 □建設・土木 □食　品 □繊　維
□紙・パルプ □化学・石油 □鉄鋼・金属 □精密機械
□電気・電子機械 □一般機械 □商　社 □電力・ガス・水道
□官公庁・研究機関 □学校関係 □その他
□営業・販売 □設計・開発 □製　造 □検査・品質管理

□調査・企画 □資材・購買 □役員・経営者 □教職・学生
□その他

●区分・・・

●業種・・・

　

●職種・・・

会社・機関名

部 署 役 職

氏 名

住 所

TEL

E-mail

FAX

〒

来 場 者 登 録 カ ー ド

出展のみどころ

出展者名
小間番号小間番号

時　間 11月25日（木）11月24日（水） 11月26日（金）

■ 会　場 ： 東京ビッグサイト 東6ホール内　　　■ 聴　講 ： 無料（直接会場にお越しください）

出展製品・技術説明会プログラム

メトラー・トレド㈱
最新の多機能型指示計とその活用事例

長野計器㈱
圧力のＪＣＳＳの取り組み

大和製衡㈱
無線ネットワークを使用した生産管理システム

東京計装㈱
ガイド波を使った新原理の超音波流量計
による微小流量計測に関する共同技術開発

㈱島津製作所
引張試験におけるビデオカメラを
用いた非接触での伸び幅計測の動向

東京計装㈱
新型 金属管面積流量計 AM7000シリーズ

センサネットワーク+
位置情報システム
EXPO2010 特別セミナー
（13：00～15：00）

㈱島津製作所
正確に秤量するための方法について

東京計装㈱
1MPaまで加圧できる循環式気体用
流量校正装置に関する報告

トキコテクノ㈱
Bスキャン超音波肉厚測定法による
地下タンク健全性診断のご紹介

㈱共和電業
計測データを効率よく可視化する
解析ソフトウェア「NI DIAdem」の紹介

中国天津市華北衡器工場／
東林マテリアル㈲
中国におけるトラックスケールの現状及び
天津華北衡器工場の紹介について

長野計器㈱
光ファイバセンサとその応用事例

ご登録いただいた個人情報は、本展の運営管理、次回開催等のご案内のために
使用します。ご本人の承諾がない限り第三者に開示することはいたしません。

11：00 ▶ 11：45

13：00 ▶ 13：45

14：00 ▶ 14：45

15：00 ▶ 15：45

16：00 ▶ 16：45

企画展示コーナー　「未来社会をつくる計量計測技術」

本コーナーでは、「未来社会をつくる計量計測技術」をテーマに、社会生活、産業活動、研究開発等々、
多方面で計量計測機器が活躍し、重要な役割を担っていることを広くご理解いただくため、使用例、設
置例などをパネルで分かりやすく紹介いたします。

赤外線水分計の新提案「デュアル温度センサ」は試料表面温度を正確に管理し、焦げない・時間短縮を
実現します。また高性能な分光器と計算ソフトを備えた成分分析装置は半透過・反射・透過型センサを取
り揃えています。

株式会社 ケツト科学研究所 
M-42

KETT ELECTRIC LABORATORY

今年販売開始の新製品を中心に、JCSS温・湿度校正が対応可能な電子式温湿度計を展示いたしま
す。温度計・湿度計はSATOへ是非一度お立ち寄りください。

株式会社 佐藤計量器製作所
M-53

SATO KEIRYOKI MFG. CO.,LTD.

「省力化対策部品」をキーワードに専用工具不要で繰り返し接続可能な中継用スクリューレス端子台及
びパネル貫通型端子台、狭ピッチ基板端子台などを展示致します。是非、ブースにお立ち寄り下さい。

サトーパーツ株式会社
M-13

SATO PARTS Co.,Ltd.

当センター（ＮＭＩＪ）が実施している特定計量器の型式承認における適合性評価や計量標準整備の最
新の取り組みをご紹介いたします。

独立行政法人 産業技術総合研究所 計量標準総合センター（ＮＭＩＪ）
M-21

今回初出展いたします。粒体用流量計の「ロータリースケール」これまでのホッパースケールによる流量計
の常識を覆し、内部のドラムが回転しながら計量を行います。

讃光工業株式会社
M-30

SANKO KOGYO CO.,LTD.

Siargo社の低コストで微少流量計測が可能なMEMSマスフローセンサーは、1～500mmのパイプライン
で8～75mm/secの計測が行え、スマートメータ・医療機器・産業機器・汎用機器などに最適です。

Siargo Ltd. / 丸紅情報システムズ株式会社
M-55

Siargo Ltd./
Marubeni Information

 Systems Co.,Ltd.

防塵・防水性能IP65を実現した防水型クレーンスケール、本体～手元表示器間の無線通信距離を大幅
アップしました。長年の秤の経験を培ったロードセル、シンプルで使い易さを重視したホッパ重量計などを
ご紹介します。

JFEアドバンテック株式会社
M-57

JFE Advantech Co.,Ltd.

湿度計測及び水分計測・センサに係わる技術の向上、普及を目的に活動を行っている湿度、水分計測･セ
ンサ研究会の概要、（独）産業技術総合研究所におけるガス中微量水分の計測と標準の開発状況につ
いて紹介します。

湿度、水分計測･センサ研究会
M-10

当社ガスメータをさらに精度よく管理し易い製品、またお客様アイディアをカタチにした製品を紹介致します。
また、ISO17025に沿った校正サービスや当社メータが活躍している分野の紹介も行っています。

株式会社 シナガワ
M-33

SHINAGAWA CORPORATION

当社は、研究開発、設計製造、品質管理の基本である天びん・台はかりの新製品をはじめ試験検査機
器、分析機器などの製品を展示いたします。計量測定の総合メーカーとして、お客様の活動を常にサポート
してまいります。

株式会社 島津製作所
M-75

SHIMADZU CORPORATION

今回は、移動式計量器シリーズから、画期的製品を出展します。中でも、訪問看護業界の注目を集める座
椅子体重計「楽座」、農作業の効率を向上させる果物・野菜計量機付小型運搬車「とれたてくん」にご注
目ください！

株式会社 守隨本店
M-27

SHUZUI SCALES CO.,LTD.

6分力ロードセル:φ14からバリエーションが豊富です。ダンパー付微少荷重検出用ロードセル:ダンパーに
より振動の影響が出ない高精度微少荷重ロードセル

株式会社 昭和測器
M-36

SHOWA MEASURUNG INSTRUMENTS CO.,LTD.

新製品の卓上型本質安全防爆構造電子天びんCZシリーズを展示いたします。CZシリーズは新光電子
の独自の技術である音叉センサを採用し、乾電池駆動で錆びや薬品にも強いステンレス仕様です。

新光電子株式会社
M-69

SHINKO DENSHI CO.,LTD.

弊社では摩擦摩耗試験機「トライボギア」シリーズを出展いたします。摩擦摩耗に関するテーマ、課題をお
持ちの方はぜひお立ち寄りください。

新東科学株式会社
M-43

Shinto Scientific Co.,ltd

計量法に基づく校正事業者登録制度（ＪＣＳＳ）のご説明や、登録時に必要な書類（ISO/IEC17025に
基づく品質システムなど）、登録申請方法、ＷＥＢによる公開文書の活用方法などをご説明致します。

独立行政法人 製品評価技術基盤機構 
認定センター(IAJapan)

M-23

IAJapan, National Institute of 
Technology and Evaluation

あらゆるセンサからのアナログ電圧出力を自在にリニア補正出来る新開発のデジタルリニアコンバーの
他、超高精度共焦点光学式非接触変位測定システムや小型・高精度の非接触温度計及び新開発の地
震計を出展いたします。

株式会社 センテック
M-63

SENTEC LTD.

スイス ロトロニック社の湿度センサーを中心に、新機種を多数取り揃えてお待ちしております。

株式会社 第一科学
M-49

Daiichi-kagaku inc.

オイルフィルの技術を採用した低コスト圧力トランスミッタ/トランスデューサ、またそれらの製品を使用して
開発したデジタル圧力メーター、空圧用低価格圧力メーターやアメリカＳＳＩ社のレベルセンサなど幅広い
商品ラインナップを揃えております。またＯＥＭ，ＯＤＭなど、低価格、高品質の新規製品の開発から生産ま
でのサービスの展開。

Taiwan Silicon Microelectronics Corp
M-58

液体充填機の中でも、発泡性の高い液体の充填を行う為の「ロングノズルタイプ」の実機を展示致します。
ロードセルで充填量を検知する事により、上昇する液面にノズルが追従する様子を御覧ください。

株式会社 宝計機製作所
M-15

TAKARA SCALE Co.,Ltd.

当社は国内でトップシェアを有するガソリン計量機をはじめ各種燃料の流量計測機器を製造販売するメ
ーカーです。今回は新機能搭載のマルチ型計量機のほか、高精度油面計、各種コリオリ流量計等を出展し
ます。

株式会社 タツノ・メカトロニクス
M-71

TATSUNO CORPORATION

トラックスケールやフロアスケール、特注品を中心とした、工業用はかりの専業メーカーです。今回はキリン
ビール本社ビルで採用されました、廃棄物の計量管理システム「Eco-Cube」を中心に展示しています。

株式会社 田中衡機工業所
M-65

TANAKA SCALE WORKS CO.,LTD

小形熱画像センサは、設備の温度監視、熱解析などに適した設置形センサです。2000画素の検出素子
で温度分布を計測し、標準付属の専用ソフトを使用してパソコンへの熱画像表示、温度データの保存な
どができます。

株式会社 チノー
M-29

CHINO CORPORATION

国産露点計TK-100シリーズをはじめとする計測器・機器を展示し、デモンストレーションも実施します。ま
た、“鏡面冷却式露点計・湿度計の新商品を展示します。

株式会社 テクネ洋行
M-04

TEKHNE CORPORATION

動画像同期ロガー SensorCube8
センサ計測データをその挙動と高速カメラの動画像で同期再生できます。センサデータのみでの現象把
握理解に比べ視覚でデータが同期確認できる最新の画期的システムです。

株式会社 デジモ
M-05

Digimo CO.,LTD

計量作業において、実績の印字は欠かせないものです。その大事なデータをお客様の使用名称として記
録しさらにPCで簡単に管理したい。この現場の要望に応えたワイヤレス計量管理システムなどの機器を
展示致します。

株式会社 寺岡精工
M-44

TERAOKA SEIKO CO.,LTD

50年以上の実績と経験に基づき製造され、国内と海外で様 な々アプリケーションにご使用頂いておりま
す当社流量計、レベル計とその関連機器を多数展示しております。また新製品として充填機用流量計、新
形超音波渦流量計、サーマル流量計も出展しますので、ぜひ当社のブースへお立寄り下さい。

東京計装株式会社
M-64

TOKYO KEISO CO.,LTD

圧力発信器を主体に展示いたします。弊社独特のセンサーは顧客ニーズに合致する製品です。製品は全
て複合的に組み合わされ、これからのセンサー時代を担う製品であると弊社が自負するところであります。
ぜひご覧ください。

東洋計器興業株式会社
M-34

TOYO KEIKI KOGYO CO.,Ltd

「計量計測の総合メーカーとして、お客様の最高の満足を目指して」をキャッチフレーズに、時代のニーズ
に応じた各種小型・薄型ロードセルを設計製作しております。これらの各種センサを展示するとともに使用
例等を展示します。

東洋測器株式会社
M-52

 TOYO SOKKI CO.,LTD.

国際規格に基づき、また、最新の無線送信技術を採用し、中国国内で生産しております。日本のメーカーと
協力し、ＯＥＭ，ＯＤＭの形でトラックスケール、台はかり、クレーンスケール等を低価格でご提供いたします。
日本拠点（東林マテリアル有限会社）を通じて、アフタサービスをご提供致します。

M-31

China Tianjin Huaheng
 Weiye Weighing System Co.,LTD/

TORIN MATERIAL CO.,LTD.

計るが原点。インテリジェント流量計等各種流量計、次世代セルフ計量機、尿素SCRシステム用尿素ディ
スペンサ等の展示。超音波肉厚測定（Bスキャン方式）の実演。

トキコテクノ株式会社
M-39

TOKICO TECHNOLOGY.LTD

当社は創業１２３年、ガソリン計量機をはじめとする流体計測機器を製造、販売する企業です。今回は、来
春発売予定の最新型ガソリン計量機と、高精度液面計等を出展します。

株式会社 富永製作所
M-41

TOMINAGA MFG.CO.

トリラボ摩擦測定機は、路面から金属、プラスチック、フィルム等そして、人肌までの測定が精度良く、行え
ます。ブースでは、各機種を展示、デモンストレーションを行います。

株式会社 トリニティーラボ
M-06

TRINITY-LAB.INC.

〝圧力計測〟に関わる新しい計測方法をご提案します。光ファイバを用いた「食品・工業プラント」向けの、
新たな〝歪計測〟技術をはじめ、産業別に用いられる圧力計測機器・様 な々新製品を一堂に展示します。

長野計器株式会社
M-73

NAGANO KEIKI CO.,LTD.

熱電対コネクターと真空フランジを組み合わせた、真空中の温度計測用フランジを始め、各種温度センサ
ーや温度測定用アクセサリーパーツを展示しております。当日は弊社ブースへ是非お立ち寄り下さい。

名古屋科学機器株式会社
M-46

NAGOYA SCIENTIFIC INSTRUMENTS CO.,LTD.

計量計測に関係するあらゆる情報を新聞やWEBサイトで提供していく、唯一の専門新聞社です。法律（計
量法等）、計量行政、イベント、製品情報、人事、トピックス、社説、企業動向など発信しております。

株式会社 日本計量新報社
M-17

Nihonkeiryoshinpo-sha

日本計量振興協会の認定事業者部会の活動概要及び各校正事業者の事業内容をご紹介いたします。

社団法人 日本計量振興協会
M-25

Japan Association for Metrology Promotion

“計測”と“試験”が高次元で組み合わされ、最先端試験技術と最新技術が融合したZwick 社の材料試
験機やその計測・処理技術は皆様の高度な御要求に正確な結果を提供いたします。是非弊社ブースへ
お立ち寄り下さい。

株式会社 テークスグループ
M-35

TAKES・GROUP LTD.

今年発売したばかりのガソリン計量機を展示いたします。実際に触って使い勝手を試していただけます。
その他ガソリンスタンド関連の部品も展示しておりますので、ぜひお立ち寄りください。

日本スタンドサービス株式会社
M-28

Nippon Stand Service Co.,Ltd.

オーストリアKRAL AG社のスクリューメータOMシリーズを出展いたします。スクリューメータは流体の粘度
変化の影響を受け難く、広い測定範囲を±0.1％RSの高精度で測定できる液体用容積式流量計です。

日本テスコン株式会社／KRAL AG社
M-48

Nihon Tescon Co.,Ltd./KRAL AG

弊所では、長年に亘り電気計器の検定・検査及び電気・光・温度標準の校正業務を実施してまいりまし
た。本展示会では、これらについての、国家標準トレーサビリティー体系をご紹介します。

日本電気計器検定所
M-24

Japan Electric Meters Inspection Corporation

JQAはISO/IEC17025の要求事項を満たしている校正機関としてNITE（JCSS）及びA2LAから認定されて
おり、その校正証明書はISO9001、ISO14001、ISO/TS16949の認証取得・維持にご活用になれます。

財団法人 日本品質保証機構
M-20

Japan Quality Assurance Organization

当社は流量計・定流量弁の専門メーカーとして、幅広い分野の様 な々ご要望にお応えするために豊富なラ
インアップをご用意しています。ぜひ弊社ブースへお立ち寄りください。

日本フローセル株式会社
M-54

NIPPON FLOW CELL CO.,LTD.

自発光で見やすく、動作温度範囲も広い蛍光表示管を製造・販売しています。今回は、新シリーズのYシリ
ーズ、漢字キャラクタシリーズなどを中心に計量・計測器向け商品を多数展示して皆様のご来場をお待ち
しております。

ノリタケ伊勢電子株式会社
M-16

NORITAKE ITRON CORPORATION

このたび弊社製品群の中から、電力の安定供給をサポートする変圧器・開閉器・発電機等重電機器用温
度継電器・保護機器を主にラインアップし紹介します。ご覧ください。

兵田計器工業株式会社
M-19

HYODA INSTRUMENTS CO.,LTD.

当社は、計量法校正事業者登録制度（JCSS）に基づく、気体小流量の国際相互承認（MRA）された認
定事業者です。国家標準とトレーサビリティが取れた校正証明書を発行し、ISO/IEC 17025にも適合し
ています。

株式会社 平井 
M-61

HIRAI Co.,LTD.

「デジタルファクトリー実現とその活用方法」をテーマに、ありのままの工場・プラントの3次元デジタル化
と加工工程シミュレーションを実現するソフトをご紹介します！

株式会社 富士テクニカルリサーチ
M-60

Fuji Technical Research Inc.

最新機種のデジタル硬度計をはじめ、各種光学用セル等を展示しております。特に硬度計はデモンストレ
ーションも行っておりますので、是非お立ち寄りの程、お願い申し上げます。

株式会社 藤原製作所
M-07

Fujiwara Scientific Co.,ltd.

弊社は、国際ＭＲＡ対応JCSS認定事業者として幅広い圧力の校正範囲で校正を実施しています。今回
の展示では、校正サービスのご紹介等を行います。また、デジタル圧力計の校正実演を行います。

株式会社 双葉測器製作所
M-40

FUTABA SOKKI Co.,Ltd.

フルークは電気・温度の分野の標準器・校正器の世界的なメーカーです。電力標準器をはじめ、低炭素社会
の実現に向けて、ますます重要になる計測器の検証・校正にご利用いただける製品を多数提供しています。

株式会社 フルーク
M-67

Fluke Corporation

超音波による最新の流量計・レベル計等を展示し、現有の懸案を解決するための提案をさせていただき
ます。各種製品のOEMも検討させていただきますのでお問い合わせください。

本多電子株式会社
M-32

HONDA ELECTRONICS CO.,LTD.

環境対策に最適なダストスイッチ及びダストモニタを紹介します。既設の設備に簡単に取付けができ、バ
グの漏れ、破れ検知、生産向上、環境・防災対策に最適です。お客様の目的により粉塵検出から濃度検
出まで機種を選べます。

株式会社 松島機械研究所
M-08

MATSUSHIMA MACHINERY LABORATORY CO.,LTD.

JISマーク付分銅（OIML型標準分銅）は、日本工業規格「JIS B7609:2008分銅」に定められたすべての
基準に適合した非磁性ステンレス鋼製分銅です。品質が保証され、新JISマークが付されています。

株式会社 村上衡器製作所
M-47

MURAKAMI KOKI CO.,LTD.

高精度ひょう量モジュールを利用した高精度ホッパースケールと充填制御用はかり指示計各種、メトラー・
トレドのグループ会社「オーハウス」からは頑丈で・使いやすく・リーズナブルな製品をご紹介します。

メトラー・トレド株式会社
M-38

Mettler-Toledo K.K

カンタン操作で全身爽快！「アクティブモア」で疲れた体をリフレッシュ。コンパクトで全身に使えるマッサー
ジャーとして医療機関や福祉施設でも人気です。

株式会社 メルシー
M-76

MERCI CO.,LTD.

当社の卓上はかりは無線通信機能を搭載し、計量データの送受信がパソコンと行えます。計量値を管理す
ることにより、歩留まり管理、作業管理等の生産管理が容易に行え、作業改善や効率化に役立ちます。

大和製衡株式会社
M-74

YAMATO SCALE CO.,LTD.

Hi-Fiオーディオシステム　ラシュランPH2000

株式会社 ラシュラン
M-09

RUSHRUN Co.,Ltd.

「リンテック21」は地震対策用品の総合メーカ。家庭、事務所、工場、病院、物流倉庫等の現場で、幅広い
商品群と実績、工事、保守まで受託。主に接着剤を利用し、振動試験の裏付けのある商品により安心安
全を提供

株式会社 リンテック21
M-18

LINTEC 21 CO.,LTD.

叶えたいこと、お聞かせください。豊富な経験と確かな知識で、しっかりサポートいたします。軽量小型タイ
プからカスタマイズ可能な高位機種まで、豊富なサーモグラフィーライナップを揃えてお待ちしております。

株式会社 アイ･アール･システム
M-77

IR System Co.,Ltd.

圧力計創業90年の伝統と信頼を生かし、お客様のニーズに対応した製品づくりを目指しています。食品
分野では乾式サニタリー圧力計をはじめ水素・燃料電池分野では水素用圧力計やEX防爆発信器の製
品を出展します。

旭計器工業株式会社
M-62

ASAHI GAUGE Mfg. Co.,Ltd.

様 な々タイプのサーマルプリンタ、リライトカードリーダライタをご用意。KIOSKなど組み込み用のメカニズ
ムタイプ、ケース入りモデルなどご用途に応じた商品を幅広くご提案致します。

株式会社 アルト
M-01

ARTO Co.,Ltd

振動式密度・濃度計のパイオニアであるアントンパール社はプロセス計の分野でも大変高い評価を得てい
ます。今回は初出展として弊社プロセス密度・音速センサーやCO2アナライザー、等をご紹介いたします。

株式会社アントンパール・ジャパン
M-51

Anton Paar Japan K.K.

高速・高精度な重量選別機「SVシリーズ オートチェッカ」
総合品質管理・制御システム「QuiCCA」

アンリツ産機システム株式会社
M-37

Anritsu Industrial Solution Co.,Ltd.

トレー無しで食品を包装する、環境貢献型製品「EcoPao」を出展します。新たに計量・値付け機能も搭載し
た注目製品です。また音叉式天びん等、高精度の計量機や産業用機器のラインアップにもご期待下さい。

株式会社 イシダ
M-68

Ishida Co.,Ltd.

エルコメーターは長い年月にわたり、塗料業界向け検査、測定機器の設計、製造販売の地位を確固たるも
のとしてきました。塗料業界のニーズを満たす為に、特別に開発された幅広い製品を紹介致します。

株式会社 インネクスト
M-59

INNEXT Co.,Ltd

静電気に強いマイクロ天びん、分解能一千万分の一マスコンパレータ、IP69K/IP68という高い防水・防塵
条件をクリアした台秤、振動に非常に強い計量インジケータ など、ユニークな製品をご覧いただきます。

株式会社 エー・アンド・デイ
M-12

A&D Company,Limited

ドイツで流量計一筋40年の歴史を持つKEM社の製品を展示いたします。高温(Max.350℃)・高圧
(Max.400MPa)を得意とし、豊富な製品群からお客様のニーズに最適な流量計をご紹介いたします。

株式会社 エフ･イー
M-02

fE Co.,Ltd.

ピペット取扱いＮｏ．１の生命科学関連の専門卸商社として常に時代が要求する商品を業界にお届けして参
りました。体積計であるマイクロピペットのＪＣＳＳ校正サービス（申請中）を業界に先駆けて開始します。

株式会社 エル・エム・エス
M-03

LMS CO.,LTD.

エンドレスハウザーでは、工業用計測制御機器のグローバルサプライヤーとして、各種計測機器を初め、
エネルギーマネージメントソリューションや、今注目されている新技術ワイアレス通信などを中心に展示いた
します。

エンドレスハウザージャパン株式会社
M-56

Endress + Hauser Japan CO.,Ltd.

FLUKE社DHInstrumentsブランドの圧力標準機器に加え、6月より弊社がサポートすることとなった
RUSKA/PRESSUREMENTSブランドの圧力標準機器を中心に気体流量校正システム、熱電対校正
器・シミュレーターなどを実演展示するほか、校正用ソフトウェアやFASTEST社のクイックコネクタ・マニ
ホールドなども同時に出展。品質管理業務の効率化に寄与するアイテムを多数取り揃えております。

株式会社 大手技研
M-66

OHTE GIKEN, INC.

流体計測のスペシャリストとして、各種御用途でご満足頂ける商品をご紹介致します。新製品、極微少流量計、
製造工程流量計、JCSS校正、不確かさまでトータルコーディネートされたシステムなどをご紹介致します。

株式会社 オーバル
M-45

OVAL Corporation

トラック等の横転事故の大きな要因である偏荷重の測定をトラックスケールに乗り込むだけで計測できる
偏荷重測定機能を搭載し、物流の安心・安全ステーションへと進化したトラックスケールをご提案致します。

鎌長製衡株式会社
M-70

Kamacho Scale Co.,Ltd.

鉄道、自動車、エネルギー等の産業分野において回転体の温度、トルク等の測定に大好評いただいてい
ます回転体テレメータを出品いたします。

株式会社 九州共販
M-14

Kyushu-Kyohan Co.,Ltd.

『計測と制御を通して“安全と安心”の提供で、社会に奉仕する技術創造企業』をめざす共和電業は、応
力測定技術を核に各種センサから計測機器解析ソフトなど、計測・計量に貢献するアプリケーションを展
示します。

株式会社 共和電業 
M-26

KYOWA ELECTRONIC INSTRUMENTS CO.,LTD.

「正確な計量～計測・制御のazbil」をテーマに、トレーサビリティ制度に基づく国際基準に対応した校正
施設のご紹介と、取引用～エネルギー管理用の高品質なガス、水、空気、熱の計量器/計測器及びシステ
ム機器を展示します。

株式会社 金門製作所 ／ 株式会社 山武
M-50

KIMMON MANUFACTURING CO.,LTD
 / Yamatake Corporation

創業１２０周年を迎えるクボタ。「はかる」をベースに自動化・情報化・システム化へ。デジタルロードセル、近
赤外線分光分析など各種センサ技術で安心・安全・品質向上をご提案いたします。

株式会社 クボタ
M-22

Kubota corporation

出 展 者 の 見 ど こ ろ

“アカデミープラザ　－未来に向けて－”

大学、試験研究機関等が所有する計量計測
に係わる先端技術、基礎技術、情報等を紹介
するアカデミープラザを設置し、研究分野と
産業界とのコラボレーションを図ります。

出展者一覧
大阪大学
常翔学園 大阪工業大学  
(独)科学技術振興機構
慶應義塾大学  
(独)産業技術総合研究所 
先進製造プロセス研究部門

(独)産業技術総合研究所 
イノベーション推進本部
ベンチャー開発部
(独)情報通信研究機構
信州大学
常翔学園 摂南大学
タマティーエルオー㈱ 

千葉工業大学 
千葉大学 
筑波大学 
東京工業大学
(地独)東京都立
産業技術研究センター

東北大学
名古屋大学 
常翔学園 広島国際大学 
(独)物質・材料研究機構
明治大学 
和歌山大学

中国天津市華北衡器工場／
東林マテリアル有限会社


